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1. 枝の先端正言状乃至多数t己分る

IL 校は円柱状 ・・・…………・……・…・・ぃ… ・…・… G.scop併協

11. 校は扇平 ……………ー………一一・・・・……… G.刊 pens

1. 校の先端上の如くならず，単一

11. 枝は周平 …………………・・・……………・ー…… G.hαchijoensis 

JJ. 校は円柱状叉は少しく扇圧

TII. 著しく密¥1:殺生，錯綜す

lV. 体制11く径 O.14mm以下 ...・ H ・H …………… G.pα?叩 osα

lV. 体は上の虫nくならず ……・…・-・・…・… . G.初 t1・icαtα

]旺. 体は上の如くならず

lV. 枝略又状叉は fastigia却・…・・・・…・…….G. g1'acuis 

lV. 校不規則，fas七igiateならず

V. 校制合l乙多し …...・・・……………… G.va1'iαbilis 

V. 絞割合11:砂し，f鑓糸は上より空白なり ….，.G. tem~is 

(北海道大学理学部植物学教室)

新らしく伊豆にて、きた水産試験場

伊 豆分場 について

テングサと言えば伊豆，伊豆と言えはテングサをまず思い浮べるその伊豆IL，今度新

らしくテングサ類の増殖の研究を主体とする水産試験場の発足を見た。昭和 32年 5月1

日その凶所式が盛大に行なわれた。

古来，伊豆地方はテングサの陸地としてその名は広 く天下に知られている。しかし何

分海中段業である テングサ業は，い

ろいろの面で大変不安定な要素を沢

山含んでおり ，その上ほとんど収磁

一点ぱりでさえゐった従来の盗は，

言うなれば原始的略奪波法以外の何

物でもなかった。乙のIj1は早くから

心ある人々を誕いさせていたが，特

¥1:乙乙数年来，磯焼け現象によるテ

ングサ類の甚だしい減少が契機とな

って，伊豆のテングサ業者の反省乃

至批判は愈々高まり，より 科学的基

盤 11:立つ研究及び解決方策の導入を

新しく 伊豆¥1:で きた水産試験場

伊 豆分 場
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と言う要望が強く叫ばれるに至った。そして遂に全国でも大変珍らしいケースと恩われる

テングサ類の研究を主力とする誠験場ができ上ったのである。正式の名称を静岡県水産誠

験場伊豆分場と言う。しかし地元ではテングサ誠験場の名でも通る。直接の研究対象は寒

天原藻以外にアマノリ類，イセエピ，アワビ等の定着性有用水族一般についても，と言う

事である。スタ vフとして海藻方面には，本会々員の山崎治民がおられる。

伊東駅を発して伊豆半島東海岸Ir.沿い，パスに揺られる事約2時間，やがて終点下回

Ir.達する 20分程手前，左眼前Ir.開けた白浜の海辺を前Ir.クリーム色の驚摘な建物の試験

場を見る事ができるであろう。所在地は静岡県賀茂郡下田町白浜板戸(旧白浜村)である。

テングサで名高い伊豆半島は叉一般の海穣類にも大変富んでいる。あらかじめ連絡さ

れれば，海務類の研究の為Ir.伊豆を旅する方遥Ir.は，できるだけ宿泊等の便宜を計る由で

ある。向ζの事Ir.関しては下回臨海実験所も同様である。

(千原光雄一東京教育大学下回臨海実験所)

新 著 紹 介

プラ~)レ{ド・セーレシセシ共編

第2回国際海藻専門討議会
(トロンドハイム・ 1955年7月)

J. BRAARUD & N. A. SORENSEN: Second International Seaweed 
Symposium (Held仇 Trondheim，JuJy 1955) 

一一-Published by Pergamon Press L凶.London & New York 1956一一

本書は 1955年T月14日から 17日までノーJレウェイ国トロンドハイム市のノーJレウ

z イ工業大学Ir.於いて開催された第2回国際海藻専門討議会の記録である。

本文は盟O頁よりなり，討議会Ir.於いて論題40につき 5部門Ir.亘って，参加国 15カ

国民日ちカナダ，スコットランド，ノーJレウェイ，アメリカ，スウ z ーデン，スペイン，イ

ギリス，デンマーク，ベルギー， ドイツ，エ Uプト，フランス，日本，中国，南阿の諸国

からの出席者によって講演並ぴに討論が行なわれた。 ζの討議会に出席せる世界の学者90

名(同伴34名)の民名所属の目録が巻頭Ir.示されている。世界的海藻研究の現況を知るの

に好都合かと思い簡潔に紹介する。

第1部門海藻の化学成分

(1)カラギニンのX線及び赤外線的研究。 (2)ααdophorαrUp6strisの水溶性多糖類。

(3) ノ-}レウェイ沿岸の異地域に産する Lami:叩 γ似 digitαtaの化学成分の季節的変化。

(4)或るノールウェイ産海藻のカロチン含有量とその分析について。 (5)チノリモの或る成分。
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